
　
　
　

「
勘
解
由
小
路
」
再
考
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関
一
雄
先
生
か
ら
の
宿
題
に
答
え
て�

─
─

�

勘
解
由
小
路　

承
子　
　

一
、
は
じ
め
に

　

私
の
名
字
「
勘
解
由
小
路
」
は
「
か
で
の
こ
う
じ
」
と
読
む
。
大
学
二
年
の

四
月
、
専
攻
課
程
の
指
導
教
員
と
の
顔
合
わ
せ
で
、
関
一
雄
先
生
に
「
卒
業
ま

で
に
な
ぜ
『
勘
解
由
小
路
』
を
『
か
で
の
こ
う
じ
』
と
読
む
の
か
を
明
ら
か
に

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
が
卒
論

「『
勘か

で
解
由
小の
　

路
』
考
」
だ
っ
た
一

。
し
か
し
、
当
時
は
図
書
目
録
も
先
行
論
文

も
論
を
進
め
る
た
め
の
事
例
も
す
べ
て
紙
媒
体
で
の
検
索
だ
っ
た
た
め
、
探
し

き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
残
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
四
十
数
年
後
、
勤
務
先
の
図
書
館
の
書
架
で
目
に
入
っ
た
『
知
っ

て
お
き
た
い
名
字
と
家
紋
二

』
の
中
の
一
文
「
勘
解
由
小
路
は
、
京
都
の
地
名

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
勘か

げ

ゆ

し

解
由
使
と
い
う
役
所
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
け
ら
れ
た

地
名
で
あ
る
三

。『
か
げ
ゆ
』
の
よ
み
が
、
の
ち
に
読
み
や
す
い
『
か
で
の
』
に

か
わ
っ
た
。」
に
啞
然
と
し
た
。
漢
字
表
記
に
即
し
た
読
み
で
あ
る
「
か
げ
ゆ
」

よ
り
も
「
か
で
の
」
の
ほ
う
が
「
読
み
や
す
い
」
と
い
う
の
に
は
と
て
も
同
意

で
き
な
い
。
今
は
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
も
あ
り
、�

各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
等
の
電
子
媒
体
も
あ
る
の
で
、
今
一
度
調
べ
な
お
し
、
か
つ
て
の
論
文

で
は
答
え
き
れ
な
か
っ
た
も
の
も
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
と
思
う
。

二
、「
か
で
」
と
「
か
げ
ゆ
」

　
「
勘
解
由
小
路
」
は
平
安
京
の
街
路
名
で
あ
り
、
そ
れ
を
由
来
と
す
る
称
号

等
で
あ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
パ
ー
ソ
ナ
ル
で
「
勘
解
由

小
路
」
で
全
コ
ン
テ
ン
ツ
の
横
断
全
文
検
索
を
し
、
そ
の
う
ち
傍
訓
等
で
読
み

方
を
明
記
し
て
い
る
も
の
四

を
見
る
と
、『
国
史
大
辞
典
』『
日
本
人
名
大
辞
典
』

は
読
み
を
「
か
で
の
こ
う
じ
」
で
統
一
し
て
い
る
五

が
、『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』

は
、
読
み
方
を
明
記
し
て
い
る
二
十
一
例
中
二
十
例
を
「
か
げ
ゆ
（
こ
う
じ
）」

と
読
ん
で
い
る
六

。『
世
界
大
百
科
事
典
』『
日
本
大
百
科
全
書
』『
東
洋
文
庫
』『
日

本
古
典
文
学
全
集
』『
明
治
文
学
全
集
』
で
は
各
項
の
著
者
や
校
注
者
に
よ
っ

て
読
み
方
が
違
い
、「
か
げ
ゆ（
の
）こ
う
じ
」
と
読
ん
で
い
る
も
の
が
一
定
数

あ
る
。
そ
れ
は
当
該
街
路
名
と
勘
解
由
使
と
の
関
係
を
当
然
視
し
て
い
る
か
ら

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
逆
に
、
当
該
街
路
名
の
漢
字
表
記
を
根
拠
と
し
て
勘
解

由
使
庁
の
旧0

所
在
地
を
推
定
し
て
い
る
論
考
も
あ
る
七

。

　

当
該
街
路
名
と
勘
解
由
使
と
の
関
係
を
当
然
視
す
る
の
は
、
漢
字
表
記
が

「
勘
解
由
小
路
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
が
、『
大
内
裏
図
考
証
』
巻
一
之
上

に
は
、
当
該
街
路
名
に
つ
い
て
「
勘
解
由
小
路
」
以
外
の
漢
字
表
記
が
あ
っ
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

�

勘
解
由
小
路　

拾
芥
抄
或
作
雷
解
由
○
神
泉
苑
所
伝
図
或
作
神
解
由
○
又
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作
松
井
諸
図
曰
勘
解
由
小
路
四
丈
○
神
泉
苑
所
伝
図
曰
勘
解
由
小
路
一
作

神
解
由
小
路
或
松
井
○
京
兆
図
曰
鷹
近
神
中
一
○
侍
中
群
要
焼
亡

奏　

曰
神カ

テ解
小ノ
　

路
八

　

本
稿
で
は
電
子
媒
体
も
活
用
し
、
史
資
料
に
具
体
的
に
当
た
り
、
読
み
方
、

「
か
で
」
と
「
か
げ
ゆ
」
と
の
関
係
、
ま
た
、
当
該
街
路
名
の
漢
字
表
記
を
見

て
い
き
た
い
九

。

三
、
地
名
の
表
記
と
読
み

　

大
矢
良
哲
氏
の
「
第
２
回　

地
名
の
表
記
と
変
遷
（
２
）」一
〇

に
よ
る
と
、
一

般
的
に
地
名
の
表
記
と
読
み
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
と
い
う
。

・
地
名
は
様
々
な
漢
字
を
充
て
ら
れ
、
さ
ら
に
変
転
す
る
。

・
充
当
文
字
は
判
読
可
能
で
あ
る
限
り
自
由
。

・�

あ
る
程
度
の
転
訛
は
あ
っ
て
も
、
地
名
の
音
（
読
み
）
は
文
字
に
関
係
な

く
頑
固
に
残
り
続
け
る
。

・�

充
当
文
字
に
よ
っ
て
後
世
、
地
名
の
音
（
読
み
）
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
「
勘
解
由
小
路
」
も
本
来
は
地
名
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
そ
の
音
（
読
み
）

か
ら
見
て
い
き
た
い
。

四
、
当
該
街
路
名
の
音
（
読
み
）
の
検
討

　

こ
こ
で
は
、
史
資
料
な
ど
に
あ
る
当
該
街
路
名
の
仮
名
表
記
あ
る
い
は
漢
字

表
記
の
傍
訓
か
ら
、
当
該
街
路
名
の
音
を
見
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は

便
宜
的
に
次
の
よ
う
に
分
類
し
表
す
こ
と
と
す
る
。

 

【
か
て
の
小
路
】：
か
て
の
こ
う
ち
、
か
て
、
か
ん
で
、
な
ど

 

【
か
け
ゆ
小
路
】：
か
け
ゆ
の
こ
う
ち
、
か
け
ゆ（
の
）、
か
ん
け
ゆ（
の
）
な
ど

　
　
　
　

※�

カ
タ
カ
ナ
表
記
も
含
む
／
清
濁
不
問
／「
小
路
」
の
部
分
の
有
無
・

校
異
は
不
問

⑴　

古
記
録
に
お
け
る
仮
名
表
記

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
摂
関
期
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
れ
き
は
く
（
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
）、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
検
索
し
た
と
こ

ろ
、
仮
名
表
記
で
【
か
て
の
小
路
】は
数
十
例
ヒ
ッ
ト
し
た
が
、【
か
け
ゆ
小
路
】

は
０
件
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
街
路
名
・
地
名
の
事
例
を
挙
げ
る
。

　

・
火
起
高
倉
カ
テ
ノ
小
路
（『
殿
暦
』
永１
１
１
７
年
久
五
年
正
月
八
日
）一
一

　

・
カ
テ
ノ
小
路

　
　
（
東
寺
百
合
文
書　

宝
荘
厳
院
敷
地
検
注
帳　

応１
４
２
０
年
永
27
年
４
月
25
日
）

　

・
き
し
ん
申
ち
の
事
、
か
て
の
こ
う
ち
の
に
し
、
み
な
み
へ
十
ち
や
う

　
　
（
真
珠
庵
文
書　

延１
４
９
１
年
徳
３
年
）
12
月
27
日
）

　

・
か
て
の
小
路
地
の
さ
し
囗
」
カ
テ
ノ
小
路
面
、
南
え
十
丈
、
西
え
十
丈

　
　
（
真
珠
庵
文
書　

明１
４
９
２
年
応
元
年
）

　

・
か
て
の
こ
う
ち
の
き
や
う
こ
く
二
郞
三
郞

　
　
（�

祇
園
社
記
雜
纂
目
錄
下
第
一　

材
木
屋
在
所　
『
八
坂
神
社
記
録
下
』

p293

）

　
『
殿
暦
』
に
は
他
の
公
家
日
記
に
比
べ
て
多
く
の
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、
国
立
公
文
書
館
蔵
の
内
閣
文
庫
本
『
殿
暦
十
九
』（161-142

）で
も
、「
カ

テ
ノ
小
路
」
で
あ
る
。

　

東
寺
百
合
文
書
、
真
珠
庵
文
書
、
祇
園
社
記
雜
纂
目
錄
の
事
例
は
時
代
の
下

る
史
料
だ
が
、
当
時
の
音
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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⑵　

古
典
文
学
で
の
傍
訓
・
仮
名
表
記

①　
『
大
鏡
』：「
太
政
大
臣
忠
平　

貞
信
公
」「
内
大
臣
道
隆
」

　
　
ａ
．�

勘カ
テ

解
由
の
小
路
（
太
政
大
臣
忠
平　

千
葉
本
大
鏡
二
十
八
オ
一
二

）

　
　

ｂ
．
か
て
の
こ
う
ち
（
内
大
臣
道
隆
）

　
ａ
は
、
現
存
諸
本
の
う
ち
最
も
す
ぐ
れ
た
本
文
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
古

本
系
第
一
種
東
松
本
系
諸
本
で
は
漢
字
表
記
で
、
傍
訓
は
千
葉
本
に
の
み
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
ｂ
は
、
確
認
し
得
た
諸
写
本
・
刊
本
で
、
す
べ
て
仮
名
表

記
で
、
濁
点
が
付
く
以
外
の
校
異
は
な
く
、『
大
鏡
』
が
書
か
れ
た
当
時
の
当

該
街
路
名
の
音
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②　
『
無
名
抄
』：
貫
之
家

　
　

・
か
て
の
こ
う
ち

　

確
認
で
き
た
諸
本
の
ほ
と
ん
ど
が
「
か
て
の
こ
う
ち
」
で
、
校
異
は
「
カ
テ

ノ
コ
ウ
チ
」（
応
安
四
年
写
）、「
か
て
の
少
路
」（
宮
書
「
無
明
抄
」）、「
勘
解

由
小
路
」（
宮
書
伏
見
）
な
ど
で
あ
り
、【
か
け
ゆ
小
路
】
は
な
い
。

③　
『
沙
石
集
』：
巻
第
二
の
五
「
地
蔵
の
利
益
の
事
」

　

当
該
街
路
名
は
３
か
所
で
見
ら
れ
る
。
確
認
で
き
た
諸
本
一
三

で
、
最
初
の
１

か
所
は
漢
字
表
記
で
傍
訓
は
さ
ま
ざ
ま
一
四

だ
が
、
あ
と
の
２
か
所
で
、
長
享
三

年
写
以
外
は
、
仮
名
表
記
「
カ
テ
ノ
小
路
」
と
な
っ
て
い
る
。
仮
名
表
記
の
事

例
に
よ
り
、
音
の
資
料
と
し
て
は
【
か
て
の
小
路
】
に
分
類
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
後
期
の
小
沢
蘆
庵
の
歌
集
『
六
帖
詠
草
』
に
も
、

２
か
所
仮
名
表
記
で
「
か
て
の
小
路
の
家
」
が
見
ら
れ
る
。

⑶　

古
辞
書
で
の
傍
訓
・
仮
名
表
記

①　

簾
中
抄
：
京
中
付
名
所　

　
　

・
か
け
ゆ
の
こ
う
ち
（
冷
泉
家
本
一
五

）

　
　

・
か
ん
け
ゆ
の
少
路
（
江
戸
期
の
流
布
本
一
六

）

　
　

・
勘
解
小
路
（
白
造
紙
一
七

）

　

冷
泉
家
本
は
現
存
最
古
の
写
本
一
八

で
、
文
永
頃
の
書
写
一
九

と
さ
れ
て
い
る
。

流
布
本
で
は
「
勘
解
由
」
の
部
分
に
は
校
異
が
な
く
「
か
ん
け
ゆ
の
」
と
な
っ

て
い
る
。「
カ
ン
ケ
ユ
」
は
文
明
本
節
用
集
に
も
見
ら
れ
る
が
、
節
用
集
諸
本

の
中
で
は
孤
立
し
て
い
る
。『
白
造
紙
』
は
、
正

1199-1201治
年
中
の
書
写
で
「
簾
中
抄

の
原
撰
の
姿
を
察
知
し
得
べ
き
二
〇

」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
字
表
記
で

「
勘
解
小
路
」
と
「
由
」
を
欠
い
た
形
で
出
て
く
る
。
あ
る
い
は
『
簾
中
抄
』

原
本
も
漢
字
表
記
で
、
現
存
諸
写
本
に
至
る
ま
で
に
何
ら
か
の
改
変
が
あ
っ
た

可
能
性
も
十
分
あ
る
。『
簾
中
抄
』
の
事
例
は
古
辞
書
の
中
で
も
孤
立
し
て
お

り
、
音
の
有
力
な
資
料
に
は
な
し
得
な
い
。

②　

下
学
集
・
節
用
集

　

表
１
は
、『
下
学
集
』
お
よ
び
『
節
用
集
』
の
諸
本
の
「
勘
解
由
小
路
」
に

付
せ
ら
れ
た
傍
訓
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
二
一

。

　
『
下
学
集
』
お
よ
び
『
節
用
集
』
の
古
写
本
・
刊
本
の
大
半
の
傍
訓
は
【
か

て
の
小
路
】
で
あ
り
、【
か
け
ゆ
小
路
】
と
施
訓
し
て
い
る
諸
本
の
事
例
は
系

統
上
孤
立
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
全
体
的
に
独
自
の
増
補
・
改
変
が
見
ら
れ

る
写
本
の
傍
訓
で
あ
り
、
転
写
時
に
充
当
文
字
に
引
か
れ
て
改
変
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
饅
頭
屋
本
で
は
、
初
刊
本
の
「
カ
デ
ノ
コ
ウ
ヂ
」
を
通
行

本
等
で
は
「
カ
ゲ
（
ユ
）
ノ
コ
ウ
ヂ
」
に
彫
り
直
し
て
い
る
痕
跡
が
残
っ
て
い

る
二
二

。

⑷　

近
世
期
の
地
誌
や
京
図
で
の
「
勘
解
由
小
路
」
の
読
み

 

【
か
て
の
小
路
】：�
寛
永
十
四
年
洛
中
絵
図
二
三

・『
京
雀
』
目
録
左
訓
・『
京
雀
』

本
文
二
四

）・『
京
羽
二
重
』二
五

・『
山
州
名
跡
志
』二
六

・『
山
城
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名
勝
志
』二
七

・『
山
城
名
跡
巡
行
志
』二
八

・『
京
町
鑑
』二
九

・
寛

文
12
年
洛
中
洛
外
大
図
・「
宝
暦
町
鑑
」三
〇

 

【
か
け
ゆ
小
路
】：�『
京
雀
』
目
録
右
訓
・『
都
す
ゞ
め
案
内
者
』三
一

・
天
明
６
年

の
洛
中
洛
外
大
図
・
京
町
御
絵
図
細
見
大
成
三
二

　

江
戸
期
は
、
早
く
は
【
か
て
の
小
路
】
だ
っ
た
が
、
時
代
が
下
る
と
【
か
け

ゆ
小
路
】
に
変
わ
っ
て
い
る
。

⑸　

称
号
・
小こ
う
じ
な

路
名
「
勘
解
由
小
路
」
の
読
み

　

称
号
と
し
て
「
勘
解
由
小
路
」
を
使
っ
た
の
は
、
①
～
⑥
の
六
家
流
で
あ
る
。

①�　

藤
原
北
家
世
尊
寺
流
：
経
尹
（
勘
解
由
小
路
二
品
禅
門
）、
行
尹
ほ
か

　

�　
『
徒
然
草
』
に
は
「
勘
解
由
小
路
二
品
禅
門
」（
１
６
０
段
）、「
勘
解
由
小

路
の
家
の
能
書
の
人
々
」（
２
３
７
段
）が
出
て
く
る
が
、
正
徹
自
筆
本
で
は
、

と
も
に
「
か
て
の
少
路
」
と
仮
名
書
き
さ
れ
て
い
る
三
三

。

②�　

藤
原
北
家
勧
修
寺
家
流
：（
平
安
～
室
町
）
経
房
（
吉
田
と
も
号
す
る
『
吉

表１　下学集および節用集諸本における「勘解由小路」の傍訓
分類 「勘解由小路」の傍訓

下
学
集

第一類本

カテノコウチ （東京教育大学蔵古本下学集）
カテノコウチ （榊源本下学集）
カデノコウヂ （黒川本/温故堂文庫本）
カテノコウチ
カテ　コウチ（神出小路）

（慶長十五年春良注本）

カケユノコウヂ （村口四郎氏蔵古写本）
カデノコウヂ （春林本下学集）

第二類本
カンケ （前田家蔵古本下学集）
カンテノコウチ （文明十一年本）
カケユノ （天文二十三年本）

第三類本 カテノ （亀田本下学集）

刊本

カデノコウヂ （元和三年刊本）
カテノコウヂ （刊本  明倫館印）
カゲユノコウチ （増補下学集）
かでのこうぢ （平假名註下學集）

節
用
集

印度本

第一類
（弘治二年本類）

カデノコウチ （弘治二年本）
カデノコウヂ （永禄十一年本）
カデノコウヂ （図書寮零本）
かでのこうぢ （和漢通用集）
カテノコウヂ （天正十七年本）
カケユノコウヂ （黒本本）

第二類
（永禄二年本類）

カデノコウヂ （永禄二年本）
カゲノコウチ （新写永禄五年本）
カテノコウヂ （経亮本）

第三類
（枳園本類）

カゲユノコウヂ
カデノ

（棋園本）

伊勢本

第四類
（天正二十年本類）

カテノコウチ （増刊下学集）
カゲユノコウヂ （龍門文庫蔵室町中期写本）
カデノコウヂ （天文十九年写本）

第五類
（伊京集類）

カテノコウヂ （伊京集）

第六類
（天正十八年本類）

カデノコウヂ （天正十八年刊本）
カデノコウヂ （早大本）
カゲユノコウヂ （阿波国文庫本）

第七類
（饅頭屋本類）

カデノコウヂ （東京教育大学蔵本）
カゲノコウヂ （書陵部蔵本）
カゲ〓ノコウヂ （国会図書館所蔵本）

第八類
（温故堂本類）

カデノコウヂ （空念寺旧蔵本）

第九類
（増刊本）

カンケユ （文明本）『雑字類書』

乾本
第十類

（易林本類）

カデノコウヂ （天理図書館蔵本）
カデノコウヂ （易林本平井版）
カデノコウヂ （小山版）
かでのこうぢ （草書本）
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記
』
の
著
者
）、
高
清
（
海
住
山
と
も
号
す
る
）
ほ
か

　
�　

『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
は
②
の
高
清
が
、「
か
て
の
こ
う
ち
の
中
納
言
」

な
ど
数
回
登
場
す
る
三
四

。『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
は
、
御
所
に
仕
え
る
女

官
の
機
密
日
誌
で
あ
り
、
称
号
等
は
正
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

③�　

藤
原
北
家
日
野
家
流
（
鎌
倉
～
南
北
朝
）：
頼
資
（
広
橋
家
）、
兼
仲
（『
勘

仲
記
』
の
著
者
）
ほ
か

　

�　
『
東
寺
百
号
文
書
』
に
「
文
永
十
一
年
三
月　

日
」
か
て
の
こ
う
ち
殿
よ

り
い
つ
そ
や
つ
た
へ
（
略
）」
の
事
例
が
あ
る
が
三
五

、
③
の
可
能
性
が
高
い
。

④　

清
和
源
氏
足
利
氏
流
（
斯
波
家
／
室
町
）：
義
重
ほ
か

　

�　

長
享
元
年
九
月
十
二
日
常
徳
院
殿
様
江
州
御
動
座
当
時
在
陣
衆
着
到
三
六

「
三
職
」
の
と
こ
ろ
に
斯
波
氏
が
【
か
て
の
小
路
】
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
「
勘
出
小
路

0

0

0

0

兵
衛
佐
義
遠
」
が
あ
る
。

⑤　

賀
茂
氏
：（
室
町
）
在
盛
ほ
か

⑥　

藤
原
北
家
日
野
烏
丸
流
（
江
戸
～
現
在
）
資
忠
ほ
か

　

�　

浅
野
梅
堂
『
寒
檠
璅
綴
』
巻
之
一
に
「
名
乗
ノ
ヨ
ミ
ハ
ム
ツ
カ
シ
キ
多
シ

（
中
略
）
苗
字
ニ
テ
モ
勘
解
由
小
路
ヲ
カ
テ
ノ
コ
ウ
シ
（
略
）三
七

」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
⑥
の
読
み
の
こ
と
で
あ
る
。

　

�　
「
天
保
二
年
彫
刻 

慶
応
四
年
再
刻 

京
町
御
絵
図
細
見
大
成
三
八

」
に
は
、

⑥
の
当
時
の
住
ま
い
を
「
カ
テ
ノ
小
ジ
」
と
表
示
し
て
い
る
。

　

次
に
、
宮
中
の
女
官
を
呼
称
す
る
た
め
な
ど
に
使
わ
れ
た
「
小こ
う
じ
な

路
名
」
だ
が
、

「
か
て
の
小
路
（『
石
清
水
文
書
』）三
九

、「
か
て
の
こ
う
ち
の
女
房
」（『
美
吉
文

書
』）四
〇

、 「
カ
テ
ノ
小
路
右
衛
門
督
局
」（『
後
水
尾
天
皇�

元
和
７
年
辛
酉
年
末

雑
載
』
元
和
７
年
６
月
３
日
）四
一

の
ほ
か
『
押
小
路
甫
子
日
記
』『
御
湯
と
の
ゝ

う
へ
乃
日
記�

』、『
中
山
績
子
日
記
』、『
无
上
法
院
日
記
』
な
ど
に
多
数
の
仮

名
表
記
の
事
例
が
あ
る
。
す
べ
て
【
か
て
の
小
路
】
で
あ
り
【
か
け
ゆ
小
路
】

の
事
例
は
な
い
。

　

以
上
に
よ
り
、
当
該
街
路
名
の
音
、
称
号
・
小こ
う
じ
な

路
名
の
読
み
は
、「
か
で
の

こ
う
じ
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
か
げ
ゆ（
の
）こ
う
じ
」
は
、
転
写
等
の
際
の
改

変
が
考
え
ら
れ
る
後
発
の
読
み
で
あ
り
、「
か
げ
ゆ
」
か
ら
「
か
で
の
」
に
「
か

わ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
る
。

五
、
当
該
街
路
名
の
漢
字
表
記
の
検
討

　

先
述
の
よ
う
に
当
該
街
路
名
に
は
「
勘
解
由
小
路
」
以
外
に
も
「
神
解
小
路
」

な
ど
様
々
な
漢
字
表
記
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
表
２
は
古
記
録
に
出
て
く
る
当

該
街
路
名
を
網
羅
的
に
探
索
し
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
四
二

。

⑴　

神
解
小
路
（
小
道
）

　
『
大
内
裏
図
考
証
』
が
引
用
し
て
い
る
『
侍
中
群
要
』
に
は
「
神
解
小
路
」

が
３
か
所
で
見
ら
れ
る
四
三

。『
侍
中
群
要
』
の
諸
写
本
は
明
ら
か
な
重
複
・
錯

簡
さ
え
も
そ
の
ま
ま
変
え
ず
に
転
写
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
神
解
小
路
」
も

『
侍
中
群
要
』
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
円
融
朝
後
一
条
後
朱
雀
朝
に
ま
で
遡
及

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、『
小
右
記
四
四

』『
左
経
記
』『
春
記
』
の
当

該
街
路
名
の
表
記
と
時
期
的
に
符
号
す
る
四
五

。

　
『
九
条
家
本
延
喜
式
巻
三
十
裏
文
書
』
は
、
当
時
の
生
の
姿
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
史
料
で
、
そ
こ
で
見
ら
れ
る
「
神
解
小
路
」
は
、
条
坊
に
よ
る

表
示
か
ら
小
路
名
に
よ
る
地
点
表
示
に
変
わ
っ
て
き
た
時
期
四
六

の
事
例
に
な
る
。

　
『
本
朝
世
紀
』
で
は
本
例
以
外
は
「
雷
解
小
路
」
で
あ
り
、
ま
た
、
他
の
「
神

解
小
路
」
の
事
例
の
出
現
時
期
か
ら
考
え
て
、
寛
和
当
時
の
表
記
で
あ
る
と
考
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表
２

　
古

記
録

に
お

け
る

「
神

解
小

路
」「

雷
解

小
路

」「
勘

解
由

小
路

」
史
料
名

和
暦

西
暦

本
文

出
典

1
本
朝
世
紀

寛
和
2年
2月
26日

986年
有
失
火
事
。
京
極
大
路
西
。
富
小
路
東
。
待
賢
門
大
路
北
。
神
解
小
路
南
一
町
也
。

国
史
大
系
�第
9巻
�新
訂
増
補
，
ｐ
132

2
九
条
家
本
延
喜
式

巻
三
十
裏
文
書

寛
弘
7年
10月
30日

1010年
一
斗
依
宣
旨
、
有
大
宮
神
解
小
道
御
障
子

大
日
本
史
料
第
2篇
之
6，
ｐ
737

3
小
右
記

万
寿
4年
9月
1日

1027年
暁
更
東
院
西
大
路
以
東
北
邊
神
解
小
道
南
北
小
宅
少
〻
焼
亡

小
右
記
9，
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
；
64，
ｐ
52

4
左
経
記

長
元
9年
5月
19日

1036年
自
上
東
門
路
東
行
、
自
堤
上
南
行
、
自
神
解
小
路
末
斜
渡
河
原
、

史
料
大
成
�第
4，
ｐ
439

5
春
記

長
暦
4年
10月
22日

1040年
今
夕
行
幸
間
、
於
東
院
東
大
路
與
神
解
小
路
邊
、
宇
佐
宮
下
部
、

史
料
大
成
�続
編
�第
36，
ｐ
255

6
水
左
記

承
暦
4年
10月
19日

1080年
朱
雀
神
路
小
路
故
宇
治
大
納
言
堂

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
�自
筆
本
�史
料
大
成
�第
5�7コ

マ
7
水
左
記

承
暦
5年
7月
25日

1081年
高
倉
東
勘
解
由
小
路
南

水
左
記
�帥
記
（
史
料
通
覧
），
ｐ
139

8
殿
暦

康
和
4年
閏
5月
7日

1102年
万
里
小
路
与
勘
解
由
程
に
て
雨
大
降

大
日
本
古
記
録
［
第
12］
第
1，
ｐ
126

9
中
右
記

嘉
承
元
年
12月
19日

1106年
宗
佐
（
藤
原
）・
師
安
（
中
原
）
等
宅
、
雷
解
小
路
堀
川
、
雖
近
〻
余
炎
無
恐

大
日
本
古
記
録
　
中
右
記
６
、
ｐ
238

10
殿
暦

永
久
5年
1月
8日

1117年
法
成
寺
塔
有
火
、
火
起
高
倉
カ
テ
ノ
小
路
出
羽
前
司
光
国
家
、

大
日
本
古
記
録
　
殿
暦
5，
ｐ
4

11
十
三
代
要
略

永
久
5年
1月
8日

1117年
法
成
寺
東
西
塔
南
大
門
並
故
中
宮
京
極
御
堂
等
焼
亡
雷
解
小
路
云
々

続
群
書
類
聚
854下

ｐ
373　

内
閣
文
庫
本
65コ
マ

12
長
秋
記

元
永
2年
10月
21日

1119年
自
烏
丸
北
行
、
歸
給
上
手
小
路
殿

史
料
大
成
�第
6�長
秋
記
，
ｐ
172

13
中
右
記

大
治
2年
4月
5日

1127年
新
院
第
二
姫
宮
渡
卜
定
所
給
、
是
相
模
守
盛
重
新
造
宅
、
雷
解
小
路
南
堀
川
東
角
也

史
料
大
成
�第
12，
ｐ
301

14
百
錬
抄

天
承
１
年
10月
11日

1131年
於
勘
解
由
小
路
河
原
被

害
国
史
大
系
�第
11巻
�新
訂
増
補
�ｐ
59

15
中
右
記

長
承
1年
1月
10日

1132年
終
日
天
陰
、
時
々
小
雨
、
雷
解
小
路
富
小
路
地
四
戶
主
劵
、

史
料
大
成
�第
13，
ｐ
275

16
長
秋
記

長
承
2年
9月
2日

1133年
渡
盛
重
宅
堀
川
上
手
小
路

史
料
大
成
�第
7�長
秋
記
�第
2，
ｐ
169

17
中
右
記

長
承
2年
9月
2日

1133年
又
還
御
渡
御
盛
重
家
雷
解
小
路
南
堀
河
東
亭

史
料
大
成
�第
14，
ｐ
65

18
仙
洞
御
移
徙
部
類
記
保
延
7年
3月
3日

1141年
初
渡
御
新
御
堂
御
所
白
河
勘
解
由
小
路
末
、
女
御
殿
同
渡
御
、

上
皇
御
移
徙
記
ｐ
357

19
本
朝
世
紀

仁
平
1年
閏
4月
20日

1151年
今
夜
。
雷
解
小
路
南
北
堀
河
東
有
炎
上
。

国
史
大
系
�第
9巻
�新
訂
増
補
，
ｐ
767

20
本
朝
世
紀

仁
平
1年
5月
20日

1151年
未
剋
雷
解
小
路
南
烏
丸
西
有
炎
上
　
右
少
将
公
親
朝
臣
宅
也

国
史
大
系
�第
9巻
�新
訂
増
補
，
ｐ
768

21
本
朝
世
紀

仁
平
1年
6月
7日

1151年
夜
半
、
雷
解
小
路
北
京
極
東
西
焼
亡
、

国
史
大
系
�第
9巻
�新
訂
増
補
，
ｐ
771

22
山
槐
記

仁
平
2年
2月
7日

1152年
天
晴
、
午
刻
参
関
白
殿
勘
解
由
小
路
、
依
有
犬
死
穢
即
退
出
了
、

史
料
大
成
�第
19�山

槐
記
�ｐ
3

23
兵
範
記

仁
平
2年
3月
16日

1152年
早
旦
関
白
殿
、
令
退
下
自
内
御
直
廬
給
、
勘
解
由
小
路
烏
丸
御
宿
所

史
料
大
成
�第
15，
ｐ
105

24
本
朝
世
紀

仁
平
2年
12月
22日

1152年
今
夜
。
中
宮
自
内
裏
行
啓
。
出
土
佐
守
季
行
朝
臣
宅
。
雷
解
小
路
北
富
小
路
東
。

国
史
大
系
�第
9巻
�新
訂
増
補
，
ｐ
843

25
山
槐
記

仁
平
2年
12月
22日

1152年
今
夜
中
宮
令
出
土
佐
守
季
行
朝
臣
勘
解
由
小
路
富
小
路
家
給

史
料
大
成
�第
19，
ｐ
22

26
兵
範
記

仁
平
2年
12月
22日

1152年
今
夜
中
宮
令
退
出
御
産
所
、
勘
解
由
小
路
給
之
、
行
啓
也

史
料
大
成
　
第
15，
ｐ
167

27
本
朝
世
紀

仁
平
3年
1月
29日

1153年
中
宮
自
内
裏
行
啓
雷
解
小
路
御
所
。
公
卿
以
下
供
奉
如
恒

国
史
大
系
�第
9巻
�新
訂
増
補
，
ｐ
847

28
本
朝
世
紀

仁
平
3年
12月
8日

1153年
今
夜
雷
解
小
路
東
洞
院
有
火
事
。
新
院
近
邊
也

国
史
大
系
�第
9巻
�新
訂
増
補
，
ｐ
889

29
本
朝
世
紀

仁
平
3年
閏
12月
16日

1153年
中
宮
自
雷
解
小
路
入
内

国
史
大
系
�第
9巻
�新
訂
増
補
，
ｐ
896

30
本
朝
世
紀

仁
平
3年
閏
12月
23日

1153年
殿
下
御
雷
解
小
路
直
廬
不
参
内
給

国
史
大
系
�第
9巻
�新
訂
増
補
，
ｐ
897

31
安
倍
泰
親
記

仁
安
1年
12月
10日

1166年
勘
解
由
小
路
以
南
、
萬
里
小
路
以
東
角
藏
人
勘
ケ
由
次
官
藤
經
房
宅
、
拂
地
焼
亡

史
籍
集
覧
�24�改

定
，
ｐ
106

32
吉
記

承
安
3年
6月
8日

1173年
秉
燭
之
後
逐
電
向
勘
解
由
小
路
、
卽
以
平
減
無
別
事

史
料
大
成
22、
ｐ
3

33
清
獬
眼
抄

承
安
4年
6月
５
日

1174年
長
門
三
品
隆
朝
家
焼
亡
勘
解
由
小
路
京
極
殿
東
南

群
書
類
従
�第
7輯
，
ｐ
611

34
玉
葉
（
玉
海
）

承
安
4年
６
月
６
日

1174年
京
極
東
勘
解
由
小
路
南
春
日
北
二
町
燒
亡
云
々

玉
葉
�第
1，
国
書
刊
行
会
，
ｐ
372

35
顕
広
王
記

治
承
2年
10月
21日

1178年
於
四 雷
解
小
路
町
口

条
河
原
切
左
大
将
前
番
長
中
臣
重
種
本
鳥
了

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
顕
広
王
記
』

承
安
四
年
・
安
元
二
年
・
安
元
三
年
・
治
承
二
年
巻

－�24�－



え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
清
獬
眼
抄
』
に
も
「
但
神
解

0

0

鷹
司
等
小
路
稱
之
」
の
形
で
「
神
解

小
路
」
が
２
か
所
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
引
用
元
の
資
料
に
あ
っ
た
「
神
解
」

を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
四
七

。

　

そ
し
て
『
掌
中
歴
』
お
よ
び
『
二
中
歴
』四
八

で
は
「
條
路
左
京
」
の
項
で
、

「
一
正
土
北
辺　

鷹
近
神0

中
一
（
後
略
）」
と
、
当
該
街
路
名
の
頭
文
字
を
「
神
」

と
し
て
い
る
。
続
群
書
類
従
完
成
会
の
活
版
本
『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
『
掌

中
歴
』
で
は
、
こ
の
部
分
を
「
鷹
近
勘0

中
一
」（p108

）
と
し
て
お
り
、
今
ま

で
「
勘
解
由
小
路
」
の
事
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
国
立
公
文
書
館
・

書
陵
部
所
蔵
の
『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
『
掌
中
歴 

下
』
で
は
、「
鷹
近
神0

中

一
」
と
な
っ
て
い
る
四
九

。
他
の
諸
写
本
五
〇

も
「
鷹
近
神
中
一
」
で
あ
る
の
で
、

活
版
本
は
翻
刻
時
に
「
神
」
を
「
勘
」
に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
摂
関
期
の
当
該
街
路
名
の
事
例
を
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し

た
と
こ
ろ
、「
雷
解
（
小
路
）」「
勘
解
由
小
路
」「
勘
解
小
路
」
は
１
件
も
ヒ
ッ

ト
し
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
摂
関
期
に
は
当
該
街
路
名
は
「
神
解
小
路
（
小

道
）」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

雷
解
（
小
路
）

　
『
十
三
代
要
略
』『
中
右
記
』『
本
朝
世
紀
』『
顕
広
王
記
』
で
見
ら
れ
る
表
記

で
あ
る
。『
顕
広
王
記
』
の
事
例
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
自
筆
本

を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
五
一

。
こ
の
時
期
に
当
該
街
路
名
が
「
雷
解
小
路
」
と

書
か
れ
て
い
た
確
証
と
な
る
。

　

ま
た
、「
雷
解
小
路
」
は
古
記
録
の
他
に
、『
掌
中
歴
』
の
宮
城
指
図
・
京
中

指
図
、『
古
鈔
本
拾
芥
抄
』
の
宮
城
指
図
五
二

な
ど
で
も
見
ら
れ
る
。

⑶　

勘
解
由
小
路

　

管
見
で
は
、
古
記
録
に
「
勘
解
由
小
路
」
が
出
て
く
る
の
は
、『
水
左
記
』

の
承
暦
５
年
７
月
25
日
の
記
事
が
最
も
早
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
校
異
が
あ

る
。
参
照
し
た
『
史
料
通
覧
』
の
底
本
は
、
国
立
公
文
書
館
蔵
「
内
閣
本　

校

正
本　

明
治
17
補
写　

第
三
巻
」
だ
が
、
確
認
で
き
た
他
の
写
本
五
三

で
は
当
該

箇
所
は
「
由
」
の
な
い
「
勘
解

0

0

小
路
」
と
な
っ
て
お
り
、「
由
」
が
「
補
写
」

さ
れ
た
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。「
勘
解
小
路
」
は
、『
白
造
紙
』『
二
中
歴
』

『
拾
芥
抄
』
に
も
見
ら
れ
る
漢
字
表
記
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
水
左
記
』
に
は
、
も
う
１
例
「
朱
雀
神
路

0

0

小
路
故
宇
治
大
納
言
堂
」

（
承
暦
４
年
10
月
29
日
）
と
い
う
悩
ま
し
い
事
例
が
あ
る
。『
水
左
記
』
に
は
部

分
的
に
自
筆
本
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
本
例
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
自
筆
本
の

「
承
暦
４
年
」
で
確
認
し
た
事
例
で
あ
る
。「
神
路
小
路
」
の
異
名
を
持
つ
街
路

名
は
な
く
、「
神
解
小
路
」
の
誤
記
で
は
な
い
か
と
も
さ
れ
て
い
る
五
四

。
あ
る

い
は
『
水
左
記
』
が
書
か
れ
る
時
期
に
表
記
が
変
わ
り
、
混
乱
を
き
た
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
水
左
記
』
の
事
例
は
不
確
か
だ
が
、「
勘
解
由
小
路
」
は
、『
殿
暦
』
の

康１
１
０
２
年
和
４
年
の
事
例
以
下
、『
仙
洞
御
移
徙
部
類
記
』
２
例
『
山
槐
記
』
14
例
『
兵

範
記
』
35
例
五
五

『
百
錬
抄
』『
泰
親
朝
臣
記
』『
吉
記
』
な
ど
、
12
世
紀
初
頭
以

後
多
数
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
『
吉
記
』
の
著
者
の
藤
原
（
吉
田
）
経

房
は
、「
勘
解
由
小
路
」
も
称
号
と
し
て
い
る
の
で
、
経
房
の
時
代
に
は
一
般

的
に
は
「
勘
解
由
小
路
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑷　

表
記
の
変
遷
・
混
交
・
交
錯

　
『
大
内
裏
図
考
証
』
が
引
用
す
る
「
神
泉
苑
所
伝
図
五
六

」
の
「
神
解
由

0

0

0

小
路
」

だ
が
、
漢
字
表
記
「
勘
解
由
小
路
」
が
使
わ
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
12
世
紀

－�25�－



前
半
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
九
条
家
本
廷
喜
式
』
所
収
左
京
図
に
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、「
神
解
小
路
」
と
「
勘
解
由
小
路
」
が
混
交
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
勘
解
小
路
」
と
い
う
「
由
」
の
欠
け
た
表
記
が
、
同
時
期
の
『
白

造
紙
』
や
『
水
左
記
』
に
見
ら
れ
、『
二
中
歴
』
の
条
坊
図
の
「
勘神
イ

解
小
路
」

の
よ
う
に
「
神
解
小
路
」
と
「
勘
解
小
路
」
と
が
、
漢
字
の
違
い
で
あ
る
こ

と
を
示
す
事
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
た
と
え
ば
、「
神
解
」
の
一
字
目
の

「
神
」
だ
け
、
語
義
と
は
関
係
な
く
、
表
し
う
る
音
の
似
通
う
漢
字
「
勘
」
に

変
わ
り
「
勘
解
」
と
な
り
、「
勘
解
」
は
勘
解
由
使
の
略
称
五
七

な
の
で
「
勘
解

由
小
路
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、「
仁
平
２
年
12
月
22
日
」
の
記
事
だ
が
、
土
佐
守
季
行
朝
臣
宅
の
場

所
を
示
し
、『
本
朝
世
紀
』
の
み
「
雷
解
小
路
」
の
表
記
を
採
り
、
あ
と
の
二

者
は
「
勘
解
由
小
路
」
の
表
記
を
使
っ
て
い
る
。『
本
朝
世
紀
』
は
、
寛
和
２

年
の
事
例
で
は
「
神
解
小
路
」
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
一
貫
し
て

「
雷
解
小
路
」
を
使
っ
て
い
る
。
他
の
「
雷
解
小
路
」
を
使
う
公
家
も
、
こ
の

時
期
に
は
「
神
解
小
路
」
で
は
な
く
「
雷
解
小
路
」
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
こ

の
時
期
に
「
神
解
小
路
」
か
ら
、「
雷
解
小
路
」
あ
る
い
は
「
勘
解
由
小
路
」

に
表
記
が
変
わ
り
、
併
存
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
五
八

。

　

ま
た
、「
雷
解
小
路
」
と
「
勘
解
由
小
路
」
が
混
交
し
た
「
雷
解
由
」
は
、『
古

鈔
本
拾
芥
抄
』
以
外
の
『
拾
芥
抄
』
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
が
、
表
３
の
よ
う
な

当
該
街
路
名
の
漢
字
表
記
の
交
錯
も
指
摘
で
き
る
。

　

勘
解
：
宮
城
指
図

　

勘
解
由
小
路
：
諸
司
厨
町
／
外
記
町
、
諸
名
所
部
／
菅
原
院
、
東
京
図

　

雷
解
由
：
京
程
部
、
東
京
図

　

雷
解
：
西
京
図
（
刊
本
）

以
上
の
混
交
・
交
錯
の
事
例
に
よ
り
、「
神
解
小
路
」「
雷
解
小
路
」
は
「
松
井
」

の
よ
う
な
当
該
街
路
の
別
称
で
は
な
く
、
表
記
の
違
い
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑸　

表
記
の
変
遷
と
音

①
「
神
解
小
路
」
の
音
（
読
み
）

　

明
覚
律
師
の
『
悉
曇
要
訣
五
九

』
の
巻
三
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

　
　

神カ
ミ

解ト
ケ

小ノ
コ
ミ
チ路
ヲ

カ
ム
テ
ノ
コ
ウ
チ
ト

イ
フ
六
〇

　

ま
た
、『
侍
中
群
要
』
の
早
稲
田
大
学
所
蔵
の
寛
政
９
年
写
本
で
、「
神
解
小

路
」
に
「
カ
テ
」
と
施
訓
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
六
一

。
ま
た
、
既
掲
の
書
陵
部

所
蔵
（
函
架
番
号
５
５
４
・
21
）『
大
内
裏
図
考
証
』
で
は
巻
一
之
上
の
「
勘

解
由
小
路
」
の
項
で
、『
侍
中
群
要
』
を
引
用
し
「
神
解
小
路
」
に
「
カ
テ
ノ
」

と
施
訓
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、「
神
解
小
路
」
の
音
は
、【
か
て
の
小
路
】
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

②
「
雷
解
小
路
」
の
音
（
読
み
）

　
「
永
久
５
年
１
月
８
日
」
の
法
成
寺
が
焼
失
し
た
記
事
で
は
、『
殿
暦
』
で
は

「
カ
テ
ノ
小
路
」、『
十
三
代
要
略
』
で
は
、「
雷
解
小
路
」
を
使
う
六
二

。

　

ま
た
、「
長
承
２
年
９
月
２
日
」
の
禧
子
内
親
王
が
還
御
し
た
盛
重
宅
の
場

所
を
示
し
て
、『
中
右
記
』
で
は
「
雷
解
小
路
」六
三

、『
長
秋
記
』
で
は
「
上
手

小
路
」六
四

を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、「
カ
テ
ノ
小
路
」
＝
「
雷
解
小
路
」

＝
「
上
手
小
路
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
雷
解
小
路
」「
上
手
小
路
」
は
、【
か

て
の
小
路
】
の
漢
字
表
記
だ
と
い
え
る
。

　

他
に
も
、『
中
右
記
』
の
「
嘉
承
１
年
12
月
19
日
」
で
『
大
日
本
史
料
』
で

は
「
雷カ

解テ

小
路
（
第
３
編
之
８　

p953

」
と
（　

）
の
つ
い
て
い
な
い
傍
訓
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を
付
し
て
い
る
。
こ
の
傍
訓
は
、
国
会
図
書
館
所
蔵
延
享
元
年
本
や
内
閣
本
に

は
な
い
が
、『
大
日
本
史
料
』
の
典
拠
資
料
に
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
拾
芥
抄
』
の
刊
本
で
は
、
表
記
の
混
交
し
た
「
雷
解
由
」
に
「
カ
テ
」

と
施
訓
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
六
五

。

　

以
上
の
漢
字
表
記
、
そ
の
混
交
と
交
錯
、
音
（
読
み
）
の
考
察
に
よ
り
、「
神

解
小
路
」「
雷
解
小
路
」「
勘
解
由
小
路
」
は
漢
字
表
記
の
違
い
で
あ
り
、
当
該

街
路
名
は
、
当
初
は
「
神
解
小
路
」
で
、
後
に
、「
雷
解
小
路
」
あ
る
い
は
「
勘

解
由
小
路
」
と
表
記
は
変
わ
っ
た
、
し
か
し
、
そ
の
音
は
頑
固
に
残
り
続
け
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

六
、「
か
で
」

　
「
か
で
」
と
い
う
音
は
、
ど
こ
か
ら
く
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え

0

0

を
解
く
「
鍵
」
を
今
回
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
先
に
「
神
解
小
路
」
の
音

と
し
て
挙
げ
た
『
悉
曇
要
訣
』
の
事
例
だ
が
、『
悉
曇
要
訣
』
は
古
代
日
本
語

の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
節
は
転
訛
の

例
示
の
中
に
出
て
く
る
。
明
覚
は
事
例
と
し
て
挙
げ
て
は
い
て
も
説
明
は
し
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
「
説
明
し
得
な
い
転
訛
六
六

」
あ
る
い
は
、「
口
語
の
言
語

と
、
文
書
に
よ
る
言
語
の
相
違
を
の
べ
た
も
の
六
七

」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

一
節
は
、
文
書
で
は
「
神
解
小
路
」
と
書
か
れ
る
街
路
名
が
当
時
の
口
語
で
は
、

「
カ
ミ
ト
ケ
」
か
ら
「
カ
ム
テ
」
へ
と
転
訛
し
、『
カ
ム
テ
ノ
コ
ウ
チ
」
と
発
音

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
意
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

小
島
好
治
氏
の
『
国
語
学
史
』（
刀
江
書
院
）
に
よ
る
と
、「
富
士
谷
御
杖
の

『
北
辺
随
筆
』
に
亡
父
成
章
の
説
を
引
き
て
（
中
略
）
例
と
し
て
『
と
し
の
う

ち
に
』
が
『
と
し
ぬ
ち
に
』
と
な
り
、『
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
』
が
『
さ
ま
れ
ば
』

と
な
る
類
を
引
き
て
説
明
せ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
や
は
り
同
じ
く
約
音
現
象
を

表３　『拾芥抄』諸本における当該街路・勘解由使庁（付『掌中歴』）
資料名 所蔵 刊

写
宮城指図　省略

外記町 菅原院
京程部　小路名 東京図

京中指図左京 西京図
小路名 勘解由使庁 左京 右京

0 掌中歴 宮内庁書陵部
ほか 写雷解 勘解由 鷹近神中一 雷解

（京中指図左京） �

1 古鈔本拾芥抄 東大史料編纂所
重要文化財 写雷解 勘解由

2 明応六年写略要抄 東京大学所蔵 写勘解 勘解 勘解由少路 勘解由小路 雷解由 松井�雷解由 勘解由小路 松井

3 清原業賢、清原国賢筆拾芥抄（中巻：永正７年写）
京都大学所蔵
重要文化財 写 勘解由小路 勘解由小路 雷解由 松井�雷解由

4 略要抄（天文23年写） 国会図書館所蔵
WA16-44 写 勘解由少路 勘解由小路 雷解由 松井�雷解由

松
（東京図）

井�雷解由
勘
（又東京図）

解由小路
松井

5 天正十七年吉田梵舜自筆拾芥抄 尊経閣文庫蔵 写勘解 勘解 勘解由少路 勘解由小路 雷解由 松井�雷解由 雷解由
勘解由小路 松井

6 拾芥抄慶長年間
国会図書館所蔵
WA7-103 刊勘解 勘解 勘解由少路 勘解由小路 雷解由 松井�雷解由 勘解由小路 雷解

7 略要抄寛永19刊（南頬書堂）
国会図書館所蔵
837-87 刊勘解 勘解 勘解由ノ小路 勘解由ノ小路 雷

カ テ

解由 松井�雷解由 勘解由小路 雷解

8 拾芥抄３巻新版拾芥抄
国会図書館所蔵
わ�031-57 刊勘解 勘解 勘解由ノ小路 勘解由ノ小路 雷

カ テ

解由 松井�雷解由 勘解由小路 雷解

9 拾芥抄明暦二年刊（村上勘兵衛）
国会図書館所蔵
031.2-To388s 刊勘解 勘解 勘解由ノ小路 勘解由ノ小路 雷

カ ケ ユ

解由 松井�雷解由 勘解由小路 雷解

10 故実叢書略要抄
吉川弘文館明�
39.2 刊勘解（由イ） 勘解 勘解由ノ小路 勘解由小路

 「勘イ」

雷
カ テ

解由 松井�雷解由 勘解由小路
雷解由イ

雷解
「松井」

※参考資料として、『拾芥抄』が典拠としたと考えられる『掌中歴』も表に加えた。
※傍訓があるものはそのまま書き入れた。
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反
切
と
い
へ
る
な
り
。（
中
略
）
国
語
に
於
け
る
反
切
と
は
二
つ
の
音
節
の
間

に
生
ず
る
音
韻
現
象
の
一
種
に
し
て
、（
中
略
）
例
え
ば
か
きkaki

の
中
間ak

が
脱
落
し
てki

と
な
る
が
ご
と
し
」（p104

）
と
あ
り
、
ま
た
、『
日
本
国
語
大

辞
典
』
の
「
反
切
」
の
解
説
に
は
、「
反
切
は
、
中
国
側
に
典
拠
を
有
す
る
も

の
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
に
お
い
て
も
、
平
安
時
代
に
は
独
自
の
反
切
を
作

り
出
す
場
合
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
。

　
「
カ
ミ
ト
ケ
」
か
ら
「
カ
ム
テ
」
へ
の
転
訛
も
こ
れ
が
当
て
は
ま
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、「
ト
ケ
」
の
ト
の
子
音
と
ケ
の
母
音
が
結
合
し

て
「
テ
」
と
な
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
、
ト
ケtoke

の
中
間ok

が
脱
落
し
て
テ

te

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、「
カ
ミ
」
が
「
カ
ムン

」
と
な

る
の
は
撥
音
便
で
、
撥
音
「
ん
」
は
無
表
記
で
「
カ
テ
」
と
な
る
。
よ
っ
て
、

当
該
街
路
名
の
「
か
で
」
は
、「
神か

み
と
け解

（
＝
落
雷
）」
が
転
訛
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

七
、「
勘か
解げ
由ゆ
小
路
」
─
勘
解
由
使
と
の
関
係

　
『
掌
中
歴
』『
古
鈔
本
拾
芥
抄
』
の
宮
城
指
図
で
は
、
街
路
名
は
「
雷
解
」、

勘
解
由
使
庁
は
「
勘
解
由
」
と
明
ら
か
に
区
別
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た

『
中
右
記
』
に
は
「
勘
解
由
使
」
の
略
称
「
勘
解
」
も
散
見
さ
れ
る
が
、
街
路

名
に
は
混
乱
す
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
「
雷
解
小
路
」
を
使
っ
て
い
る
。「
勘

解
由
小
路
」
出
現
・
定
着
時
に
「
雷
解
小
路
」
を
使
っ
て
い
る
公
家
た
ち
は
、

当
該
街
路
に
な
ん
の
関
係
も
な
い
「
勘
解
由
」
を
使
う
こ
と
に
抵
抗
を
覚
え
、

こ
の
街
路
名
本
来
の
語
義
六
八

を
よ
り
明
瞭
に
示
す
た
め
「
雷
解
小
路
」
を
使
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
時
代
が
下
る
と
、「
勘
解
由
使
庁
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
、
当
該
街
路
名
の
由
来
も
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

た
と
え
ば
、
表
３
の
よ
う
に
『
古
鈔
本
拾
芥
抄
』
と
そ
の
他
の
『
拾
芥
抄
』

写
本
・
刊
本
で
は
、
宮
城
指
図
で
以
下
の
よ
う
な
改
変
が
見
ら
れ
る
。

　

街
路
名
：
雷
解
（
古
鈔
本
拾
芥
抄
）
→
勘
解
（
そ
の
他
写
本
・
刊
本
）

　

勘
解
由
使
庁
：�

勘
解
由
（
古
鈔
本
拾
芥
抄
）
→
勘
解
（
そ
の
他
写
本
・
刊
本
）

　
『
古
鈔
本
拾
芥
抄
』
で
は
区
別
さ
れ
て
い
た
街
路
名
と
勘
解
由
使
庁
が
転
写

0

0

の
中
で
混
同
さ
れ

0

0

0

0

0

0

0

、
と
も
に
「
勘
解
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、

後
出
の
充
当
文
字
に
引
か
れ
た
後
付
け
の
由
来
で
あ
る
勘
解
由
使
（
庁
）
と
の

関
係
が
当
然
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
か
げ
ゆ（
の
）こ
う
じ
」
と

読
ま
れ
、「
か
で
」
も
「
か
げ
ゆ
」
か
ら
変
わ
っ
た
な
ど
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
当
該
街
路
名
の
音
や
由
来
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
勘
解
由
小
路
」
の

読
み
は
「
か
で
の
こ
う
じ
」
で
あ
り
、
街
路
名
・
称
号
と
し
て
は
「
か
げ
ゆ（
の
）

こ
う
じ
」
と
読
む
の
は
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
街
路
名
の
由
来
を
勘
解
由

使
と
の
関
係
に
求
め
る
こ
と
、
街
路
名
を
根
拠
に
し
て
勘
解
由
使
庁
の
旧
所
在

地
を
推
定
す
る
こ
と
も
適
切
で
は
な
い
。
な
お
、
現
在
は
、
充
当
文
字
に
引
か

れ
、
地
名
の
音
も
変
わ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

、「
京
都
市
上
京
区
室
町
通
下
立
売
上
る
勘
解
由
小

0

0

0

0

路0

町
」
は
、「
か
げ
ゆ
こ
う
じ
ち
ょ
う
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

八
、
宿
題
の
答
え

　
「
勘
解
由
小
路
」
を
な
ぜ
「
か
で
の
こ
う
じ
」
と
読
む
の
か
と
い
う
関
先
生

に
出
さ
れ
た
宿
題
の
答
え
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

当
該
街
路
名
は
、
も
と
は
「
神
解
小
路
」
と
書
か
れ
、
口
語
で
は
、「
神
解
：

か
み
と
け
」
は
、
転
訛

0

0

に
よ
り
「
か（
ん
）で
」
と
発
音0

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
転
訛
は
、
撥
音
便
と
平
安
期
に
見
ら
れ
る
国
語
に
お
け
る
「
反
切
」
に
よ
っ
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て
説
明
で
き
る
。
十
二
世
紀
こ
ろ
漢
字
表
記
は
「
勘
解
由
小
路
」
に
変
わ
っ
た

が
、
地
名
で
あ
る
た
め
「
か
で
の
こ
う
じ
」
と
い
う
音
は
文
字
に
関
係
な
く
頑

固
に
残
り
続
け
た
の
で
、「
勘
解
由
小
路
」
を
「
か
で
の
こ
う
じ
」
と
読
む
の

で
あ
る
。「
か
で
」
は
「
勘か

解げ

由ゆ

」
か
ら
変
わ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、「
神か
ん

解で

（
＝

落
雷
）」
を
語
源
と
す
る
。「
勘
解
由
使
（
庁
）」
は
後
発
の
充
当
文
字
に
引
か

れ
て
生
じ
た
後
付
け
の
由
来
で
あ
る
。

九
、
あ
と
が
き
に
か
え
て

　
『
大
鏡
』
の
「
太
政
大
臣
忠
平
」
の
次
の
一
節
だ
が
、

　
　

�

つ
ね
に
こ
の
三
人
の
大
臣
達
の
ま
い
ら
せ
給
れ
う
に
、
小
一
条
の
南
、
勘

解
由
の
小
路
に
は
、
石
だ
ゝ
を
ぞ
せ
ら
れ
た
り
し
が
、
ま
だ
侍
ぞ
か
し
。

宗
像
の
明
神
の
お
は
し
ま
せ
ば
、
洞
院
小
代
の
辻
子
よ
り
お
り
さ
せ
給
し

に
、
あ
め
な
ど
の
ふ
る
ひ
の
れ
う
と
ぞ
う
け
た
ま
は
り
し
。
凡
そ
の
一
町

は
人
ま
か
り
あ
り
か
ざ
り
き
。
い
ま
は
、
あ
や
し
の
も
の
も
む
ま
・
車
に

の
り
つ
ゝ
み
し
〳
〵
と
あ
る
き
侍
れ
ば
、
む
か
し
の
な
ご
り
に
、
い
と
か

た
じ
け
な
く
こ
そ
み
た
ま
ふ
れ
。
六
九

　

古
本
系
大
鏡
は
当
該
街
路
名
の
表
記
と
し
て
「
勘
解
由
の
小
路
」
を
採
る

が
七
〇

、
本
稿
の
考
察
か
ら
、
逸
話
当
時
の
漢
字
表
記
は
「
神
解
小
路
」
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
牛
車
で
通
れ
ず
、
雨
天
の
日
の
た
め
に
石
畳
を
敷
い
た
と
い
う
逸
話

と
「
神
解
小
路
」（
＝
落
雷
小
路
）
と
い
う
物
騒
な
街
路
名
と
は
無
関
係
と
は

思
え
な
い
。
ち
な
み
に
、『
二
中
歴
』
の
「
名
家
歴
」
で
は
、『
大
鏡
』
で
当
該

小
路
が
関
わ
る
「
小
一
條
」
と
「
華
山
院
」
の
所
在
地
の
説
明
に
「
神
鳴
小
路
」

と
い
う
街
路
名
を
用
い
て
い
る
七
一

。

　

し
か
し
、「
い
ま
」
は
、
も
う
そ
ん
な
逸
話
も
忘
れ
ら
れ
、「
勘
解
由
小
路
」

と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
々
が
馬
や
車
に
乗
っ
て
み
し
り
み
し
り
と
歩
く

よ
う
に
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
逸
話
を
知
る
公
家

は
、
一
般
的
に
は
「
勘
解
由
小
路
」
と
い
う
表
記
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
も
、
頑
固
に
「
雷
解
小
路
」
を
使
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
十
数
年
図
書
館
で
仕
事
を
し
て
き
て
、
辞
事
典
の
信
憑
性

は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
カ
ギ
に
な
る
の
だ
が
、「
勘
解
由
小
路
」
の
読

み
を
「
か
で
の
こ
う
じ
」
で
統
一
し
て
い
る
『
国
史
大
辞
典
』『
国
書
人
名
辞

典
』、
ま
た
、
平
安
京
の
街
路
名
と
現
在
の
町
名
の
項
目
を
別
立
て
し
、
き
っ

ち
り
読
み
分
け
て
い
る
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
の
信
憑
性
の
高
さ
を
、
今

回
の
考
察
を
通
し
て
改
め
て
確
認
で
き
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一�

卒
論
を
ま
と
め
直
し
た
も
の
が
、『
山
口
国
文
４
』
所
収
論
文
で
あ
る
。

二�

武
光
誠
『
河
出
書
房
新
社
』2020　

p120　
　

三�

正
し
く
は
「
勘
解
由
使
」
で
は
な
く
「
勘
解
由
使
庁
」
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

確
か
に
「
通
説
」
で
は
あ
る
が
、
勘
解
由
使
庁
は
九
条
家
本
延
喜
式
所
収

図
等
で
は
太
政
官
の
北
西
の
隅
に
位
置
し
、
便
宜
的
に
街
路
の
交
叉
点
で

示
す
と
、
春
日
小
路
南
坊
城
小
路
東
に
な
る
。
当
該
小
路
沿
い
に
も
小
路

の
延
長
線
上
に
も
な
い
。
ま
た
、
勘
解
由
使
の
官
衙
町
は
史
資
料
で
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
『
東
寺
長
者
補
任
』
に
は
「
止
勘
解
由
司
庁
号

内
道
場
真
言
院
承
和
二
年
（835

年
））『
群
書
類
従
第
４
輯
』p622

）
と

あ
り
（『
伊
呂
波
字
類
抄
』『
元
亨
釋
書
』『
大
内
裏
図
考
証
』
に
も
同
様
の

記
述
が
あ
る
）、
平
安
初
期
に
は
当
該
小
路
の
延
長
線
上
の
真
言
院
の
位
置

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
は
、
由
来
と
す
る
に
は
十
分
と
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は
い
え
な
い
。

四�

「
勘
解
由
小
路
」
は
２
６
７
件
、
う
ち
傍
訓
等
で
読
み
を
明
記
し
て
い
る
も

の
は
、
１
７
４
件
あ
っ
た
。（2023

年
11
月
29
日
検
索
）
中
に
は
、『
新
選

漢
和
辞
典W

eb

版
』
に
「
か
ご
の
こ
う
じ
」
と
い
う
読
み
も
あ
っ
た
。
こ

の
先
行
例
は
『
日
本
の
苗
字
─
あ
な
た
の
祖
先
を
調
べ
る
』（
渡
辺
三
男�

毎
日
新
聞
社1964
）
の
所
収
索
引
に
あ
る
も
の
だ
が
、
本
文
で
の
読
み
と

は
違
っ
て
お
り
整
合
性
に
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、「
か
げ
ゆ
こ
う
じ
」
以
外

の
読
み
と
し
て
採
っ
て
い
る
読
み
が
「
か
で
の
こ
う
じ
」
で
は
な
く
「
か

ご
の
こ
う
じ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
で
」
と
「
ご
」
の
ひ
ら
が
な
の
語
形

の
類
似
に
よ
る
誤
植
の
可
能
性
が
高
い
。

五�

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
に
は
な
い
辞
事
典
で
は
、『
国
書
人
名
辞
典
』（
市
古

貞
次
［
ほ
か
］
編
纂　

岩
波
書
店
）
も
読
み
は
「
か
で
の
こ
う
じ
」
で
そ

ろ
え
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』『
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
で
は
、
ほ
ぼ
「
か

で
の
こ
う
じ
」
と
読
ん
で
い
る
が
「
か
げ
ゆ
こ
う
じ
」
と
読
む
項
や
書
誌

が
あ
る
。（
と
も
に
整
合
性
に
欠
け
る
点
が
指
摘
で
き
る
。）

六�

「
か
げ
ゆ
（
こ
う
じ
）」
と
施
訓
し
て
い
る
二
十
例
は
街
路
名
。
ジ
ャ
パ
ン

ナ
レ
ッ
ジ
に
は
な
い
辞
事
典
で
は
、『
平
安
時
代
史
事
典
』
が
、「
勘
解
由

小
路　

か
げ
ゆ
こ
う
じ
」
で
立
項
し
な
が
ら
、
本
文
で
は
『
か
で
の
こ
う

じ
』
と
訓
ん
だ
ら
し
い
」
と
し
て
い
る
。

七�

東
野
治
之
「
南
都
所
伝
宮
城
図
欠
に
つ
い
て
」（『
古
文
書
研
究
20
』p1-

12

）、
笠
井
純
一
「
勘
解
由
使
職
制
の
変
質　

宣
旨
「
職
」
か
ら
職
事
「
官
」

へ
」（
宮
川
秀
一
［
編
］『
日
本
史
に
お
け
る
国
家
と
社
会
』
思
文
閣
出
版�

p93-109

）

八�

『
大
内
裡
図
考
証
』
函
架
番
号554

・21　

書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像

公
開
シ
ス
テ
ム
／
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

こ
の
部
分
は
諸
写
本
で
校
異
・

省
略
が
多
い
が
、
こ
こ
で
参
照
し
た
書
陵
部
所
蔵
の
「
函
架
番
号554

・

21

」
を
西
井
芳
子
氏
は
、「
自
筆
と
み
て
よ
い
と
考
え
る
」
と
し
て
い
る
。

（「
裏
松
戸
禅
の
自
筆
遺
稿
─
主
と
し
て
大
内
裏
図
考
証
と
皇
居
年
表
に
つ

い
て
（『
古
代
文
化
』
20

－

４　

p86-92

）
ま
た
、
福
田
敏
朗
氏
は
こ
の
写

本
を
献
上
本
と
判
断
で
き
る
と
し
て
い
る
。（「
寛
政
九
年
献
上
の
『
大
内

裏
図
考
証
』
に
つ
い
て
」（『
古
代
文
化
』
34

－

３　

1982　

p133-136

）

九�

平
安
京
の
街
路
名
の
先
行
研
究
に
は
、
川
勝
政
太
郎
「
街
路
名
と
そ
の
文

献
」（
上
・
下
）（『
市
迹
と
美
術
』
28

－

４
・
６
）
岸
元
史
明
『
平
安
京
地

誌
』（
講
談
社1984

）「
平
安
宮
、
平
安
京
、
道
、
橋
、
町
、
第
宅
の
構
造
」

（p233-351

）
等
が
あ
る
。

一
〇�

大
矢
良
哲　

第
２
回　

地
名
の
表
記
と
変
遷
（
２
）」
日
本
歴
史
地
名
大
系

ジ
ャ
ー
ナ
ル　

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ

�

こ
の
ほ
か
、
白
木
進
「
地
名
に
見
る
音
韻
字
形
の
変
遷
と
音
韻
復
元
に
お

け
る
限
界
」『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
27　

1972

）
に
も
「
地
名
の
音
韻
字

形
の
変
遷
例
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。（p17-18

）

一
一�

『
大
日
本
古
記
録　

殿
暦
５
』p4　
『
殿
暦
』
に
は
自
筆
本
は
現
存
し
な
い
。

参
照
し
た
『
大
日
本
古
記
録
』
は
、
文１
２
６
７
年
永
四
年
頃
、
近
衛
基
平
が
、
家
司

等
と
共
に
書
写
し
た
古
写
本
22
冊
（
京
都
陽
明
文
庫
所
蔵
）
を
底
本
と
し

て
い
る
。

一
二�

『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書　

和
書
之
部 

第
15
巻 （
大
鏡
諸
本
集
）』
天
理
大

学
出
版
部　

p59

一
三�

長１
４
８
９
年
享
三
年
写
（
京
都
大
学
所
蔵
）、
米
沢
図
書
館
藏
古
鈔
十
二
帖
本
（
市
立

米
沢
図
書
館
蔵
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
、
学
習
院
大
学
文
学
部
日

本
語
日
本
文
学
研
究
室
、
国
会
図
書
館
所
蔵
古
活
字
版
な
ど
を
確
認
し
た
。

一
四�

勘カ

デ解
由
ノ
小
路
（
京
都
大
学
所
蔵
の
長１
４
８
９
年
享
三
年
写
）
勘カ
ケ
ユ解
由
ノ
小コ
ウ
チ路
（
米

－�30�－



沢
図
書
館
藏
古
鈔
十
二
帖
本
沙
石
集
）
な
ど

一
五�

『
簾
中
抄
・
中
世
事
典
・
年
代
記
』
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
：
第
48
巻　

p135
一
六�
国
会
図
書
館
所
蔵
本
、
京
都
大
学
所
蔵
平
松
本
・
清
家
文
庫
、
学
習
院
大

学
所
蔵
本
な
ど
、『
簾
中
抄 （
古
辞
書
叢
刊
：
増
補
）』
を
確
認
し
た
。

一
七�

高
野
山
正
智
院
所
蔵
の
白
造
紙
調
査
の
た
め
東
京
帝
国
大
学
国
語
研
究
室

が
借
り
請
け
て
い
た
と
こ
ろ1923

年
（
大
正
12
年
）
９
月
１
日
、
関
東
大

震
災
に
よ
り
焼
失
、
そ
の
影
写
本
の
み
現
存
。（
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研

究
室　

一
般　

12D
.�12.�3

・N
o.219317

）

一
八�

東
京
大
学
図
書
館
蔵
の
鎌
倉
時
代
鈔
本
（
下
一
帖
）
は
関
東
大
震
災
で
焼

失
。

一
九�

簾
中
抄
文
化
庁　

国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
簾
中
抄
・
中
世
事

典
・
年
代
記 （
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書  
第
48
巻
）』（
朝
日
新
聞
社
）

二
〇�

川
瀬
一
馬
著　
『
古
辞
書
の
研
究 

増
訂
版
』
雄
松
堂
出
版　

P262

）

二
一�

影
写
本
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
所
蔵
図
書
館
に
よ
る
複
写
、
複
製
本

で
確
認
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
い
る
。

二
二�

饅
頭
屋
本
に
は
初
刊
本
、
通
行
本
、
冠
彫
再
刻
本
な
ど
と
い
っ
た
版
の
違

い
が
あ
り
、
東
京
教
育
大
学
蔵
本
が
初
刊
本
、
書
陵
部
蔵
本
が
通
行
本
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。（
近
藤
尚
子
「
節
用
集
饅
頭
屋
本
の
初
刊
本
と
通

行
本
と
」『
文
化
女
子
大
学
紀
要 

人
文
・
社
会
科
学
研
究
』2000.1　

p1-
13

）、
な
お
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本
に
は
書
陵
部
蔵
本
の
傍
訓
に
さ
ら
に
手

を
入
れ
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

二
三

『
洛
中
絵
図
』
宮
内
庁
書
陵
部

二
四�

寛
文
５
年
刊　

二
五�

貞
享
２
年
刊　
　
　

二
六�

正
徳
１
年
刊　

二
七�

正
徳
１
年
刊

二
八�

宝
暦
四
序　

二
九�

宝
暦
12
年

三
〇�

寛
文
12
年
洛
中
洛
外
大
図
・『
宝
暦
町
鑑
』・
天
明
６
年
の
洛
中
洛
外
大
図

で
の
表
記
に
つ
い
て
は
、『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
に
よ
っ
た
。

三
一�

『
新
修
京
都
叢
書 

第
３
巻
　

２
版
』p128

三
二�

天
保
二
年
彫
刻 

慶
応
四
年
再
刻 

西
尾
市
岩
瀬
文
庫

三
三�

正
徹
自
筆
本
徒
然
草
〈
下
〉（
笠
間
書
院　

p24　

p83

）

三
四�

本
例
は
文
明
10
年
６
月
25
日
、
こ
の
他
、「
か
て
の
こ
う
ち
新
中
納
言
」（
文

明
10
年
７
月
25
日
）「
か
て
の
こ
う
ち
の
前
中
納
言
」（
文
明
10
年
11
月
25
日
）

な
ど
（『
続
群
書
類
従
補
遺
三　

お
湯
殿
の
上
の
日
記
」p71,�p74-p87

』

三
五�

東
大
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

三
六�

『
群
書
類
従
』
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ　

三
七�

国
会
図
書
館854-46　

38
コ
マ

三
八�

西
尾
市
岩
瀬
文
庫　

A
D
EA
C

三
九�

東
大
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

四
〇�

東
大
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

四
一�

『
大
日
本
史
料
』
第
12
編
之
41　

p35

四
二�

検
索
に
は
、
摂
関
期
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
れ
き

は
く
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
利
用
し
た
。
検
索
結
果
は
必
ず
資
料
に
あ
た
り
、
古
写
本
が
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
で
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
複
数
確
認
し
た
。
な

お
、「
勘
解
由
小
路
」
に
つ
い
て
は
、
事
例
が
多
数
あ
る
た
め
、
鎌
倉
初
期

ま
で
の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
で
「
勘
解
由
小
路
」
が
初
出
の
事
例
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と
、
本
稿
で
考
察
し
て
い
る
も
の
に
限
っ
た
。

四
三�

目
崎
徳
衛
校
訂
・
解
説
『
侍
中
群
要
』
吉
川
弘
文
館　

p119-120
四
四�
『
小
右
記
』
の
「
神
解
小
道
」
は
、『
大
日
本
史
料
』
で
は
、「
神［
勘
カ
］解
小［
路
］道

○ 
九
月
一
日
、
洞
院
西
大
路
以
東
北
辺
勘
解
由
小
路
南
北
ニ
、
火
ア
ル
コ

ト
、
便
宜
合
叙
ス
、」
と
傍
注
と
便
宜
合
叙
を
付
し
て
い
る
（『
大
日
本
史

料
第
２
編
之
24
』p252

）
が
、「
神
解
小
路
」
は
同
時
期
の
他
の
古
記
録
に

見
ら
れ
る
の
で
、
誤
字
で
は
な
く
貴
重
な
一
例
と
し
て
押
さ
え
た
い
。「
小

道
」
も
「
小
右
記
」
に
は
多
数
見
ら
れ
、『
貞
信
公
記
』
や
『
御
堂
関
白
記
』

な
ど
に
も
散
見
さ
れ
る
も
の
で
誤
字
で
は
な
い
。

四
五�

『
春
記
』
の
事
例
は
『
太
宰
管
内
志
』
や
『
玉
勝
間
』
に
も
こ
の
表
記
で
引

用
さ
れ
て
い
る
。

四
六�

藤
井
こ
の
み
「
平
安
京
の
変
質
と
小
路
名
」『
日
本
史
研
究
』
93

四
七�

『
清
獬
眼
抄
』
に
は
「
勘
解
由
小
路
」
も
見
ら
れ
る
。

四
八�

『
二
中
歴
』
は
唯
一
の
古
写
本
の
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
の
複
製
本
を
参
照

四
九�

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

五
〇�

『
掌
中
歴
』
は
、『
古
辞
書
叢
刊
』
の
狩
谷
斎
手
校
本
の
影
印
、
九
州
大
学

所
蔵
本
、
無
窮
会
所
蔵
本
を
参
照
し
た
。

五
一�

髙
橋
昌
明　

樋
口
健
太
郎
「［
資
料
紹
介
］ 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵

『
顕
広
王
記
』
承
安
四
年
・
安
元
二
年
・
安
元
三
年
・
治
承
二
年
巻
」『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第153

集 2009.12　

p417-444

五
二�

表
３
参
照
。『
拾
芥
抄
』（
古
典
保
存
会1937

）
参
照
。
紙
背
文
書
か
ら
鎌

倉
時
代
末
～
南
北
朝
時
代
と
見
ら
れ
、『
拾
芥
抄
』
諸
本
の
中
で
は
最
も
古

い
書
写
の
残
欠
本
。

五
三�

第
三
巻
と
重
複
し
て
い
る
た
め
校
正
・
補
写
さ
れ
な
か
っ
た
第
五
巻
、
国

立
公
文
書
館
所
蔵
の
他
の
内
閣
本
（［
請
求
番
号
］160-0227

）
国
会
図
書

館
所
蔵
本
。
な
お
、
こ
の
箇
所
に
は
自
筆
本
は
な
い
。

五
四�

鈴
木
進
「
東
朱
雀
大
路
小
考
」『
史
学
研
究
集
録
６
』1981　

p55-67
�

な
お
、
こ
の
「
朱
雀
」
は
東
京
極
大
路
と
鴨
川
と
の
間
に
あ
っ
た
「
東
朱

雀
大
路
」
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

五
五�

「
山
槐
記
」「
兵
範
記
」
の
事
例
数
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
れ
き
は
く
に
よ
る
。

五
六�

書
陵
部
所
蔵
（
江
戸
末
期
写
）
を
確
認
し
た
。

五
七�

勘
解
由
使
の
略
称
「
勘
解
」
は
、『
権
紀
』『
小
右
記
』『
中
右
記
』
な
ど
に

見
ら
れ
る
。

五
八�

『
掌
中
歴
』
は
、「
勘
解
由
小
路
」「
雷
解
小
路
」
併
存
期
に
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、「
勘
解
由
小
路
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
、「
勘

解
由
小
路
」
が
後
出
の
表
記
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

五
九�

康
和
三
年
（
一
一
○
一
）
以
後
成
立
。
梵
語
に
つ
い
て
問
答
体
で
記
し
た

も
の
。
悉
曇
音
の
説
明
に
日
本
語
の
発
音
を
適
用
し
て
お
り
、
日
本
語
史

資
料
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。（
日
本
国
語
大
辞
典
）

六
〇�

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
写
本
（
天
福
２
年
写
）　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

132

コ
マ

六
一�

侍
中
群
要
（
ワ03_02964

）
２　

早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス

六
二�

『
十
三
代
要
略
２
』
続
群
書
類
従　

八
百
五
十
四
下
（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

六
三�
『
中
右
記　

史
料
大
成
第
14
』p65

／
内
閣
本
中
右
記　

請
求
番
号161-

0002　

長
承
２
年
秋

六
四�

『
長
秋
記　

史
料
大
成 

第
７
』 

内
外
書
籍 1934　

p169　
『
長
秋
記
』
で
は

本
例
の
他
に
も
う
１
か
所
元
永
２
年
10
月
21
日
の
記
事
に
「
上
手
小
路
」

が
出
て
く
る
。
な
お
「
上
手
小
路
」
は
「
長
秋
記
」
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
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六
五�

「
カ
ケ
ユ
」
と
施
訓
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
「
カ
テ
」
よ

り
「
カ
ケ
ユ
」
の
ほ
う
が
時
代
が
下
る
傍
訓
で
あ
る
こ
と
も
押
さ
え
て
お

き
た
い
。

�

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
悉
曇
要
訣
』
で
は
「
神

觧
小
路
カ
ミ
ト
ゲ
ノ

コ
ミ
チ

ヲ
云
カ
ム
デ
ノ
コ
ウ
ジ
ト

」
と
な
っ
て
い
る
。

（p68

）

六
六�

重
松
信
弘
『
国
語
学
史
概
説
』
東
京
武
蔵
野
書
院　

p313

六
七�

馬
淵
和
夫
『
日
本
韻
学
史
の
研
究
』（
日
本
学
術
振
興
会　

p464

六
八�

か
み-

と
け
【
神
解
・
霹
靂
】［
名
］（「
雷
（
か
み
）
解
け
」
の
意
）
雷
が

落
ち
る
こ
と
。
落
雷
。（
略
）（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）

六
九�

『
日
本
古
典
文
学
大
系
21
』
岩
波
書
店　

p83
 

底
本
は
東
松
本
大
鏡

七
〇�

こ
の
部
分
で
は
、
古
本
系
本
大
鏡
で
は
「
勘
解
由
の
小
路
」
を
採
る
が
、

本
居
宣
長
は
「
勘
解
由
ノ
小
路
を
大
鏡
に
か
ん
で
の
こ
う
ぢ
と
あ
り
」（『
玉

勝
間　

上
』
岩
波
書
店　

p95

）
と
言
い
、
慶
長
・
元
和
年
間
の
刊
本
に
は

「
か
ん
で
の
こ
う
ち
」
と
い
う
仮
名
表
記
も
見
ら
れ
る
。

七
一�

「
神
鳴
小
路
」
は
『
二
中
歴
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。『
二
中
歴
』
で
は
当

該
街
路
名
は
「
勘神
イ

解
小
路
」「
鷹
近
神
中
一
」「
神
鳴
小
路
」
と
一
貫
し
て

い
な
い
。

�

（
か
で
の
こ
う
じ
・
こ
と
こ
）

－�33�－




